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(57)【要約】
【課題】耐衝撃性やハンドリング性だけでなく、曲げ耐
性も備えた発光パネル、ならびにそれを備えた発光装置
および電子機器を提供する。
【解決手段】本開示の一実施の形態に係る発光パネルは
、１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と
、パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムとを備
えている。この発光パネルは、さらに、パネル本体と保
護フィルムとの間に配置され、パネル本体および保護フ
ィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層を備
えている。粘着層もしくは接着層による、パネル本体と
保護フィルムとの貼り合わせは、パネル本体の折り曲げ
部分において相対的に弱くなされており、パネル本体の
非折り曲げ部分において相対的に強くなされている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
フィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層と
　を備え、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　発光パネル。
【請求項２】
　前記粘着層または前記接着層は、前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けて形成され
ている
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項３】
　前記粘着層または前記接着層が前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けることにより
形成された空隙を充填する樹脂層を更に備えた
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項４】
　前記粘着層または前記接着層が前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けることにより
形成された空隙内に、前記空隙を維持する支持層を更に備えた
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項５】
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記パネル本体のうち前記粘着層または前記接着層側の、前記折り曲げ部分の少なくと
も一部の表面は、前記粘着層の粘着力または前記接着層の接着力を弱める処理がなされた
面となっている
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項６】
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記粘着層または前記接着層のうち、積層方向において前記折り曲げ部分と対向する部
分の少なくとも一部は、前記粘着層の粘着力または前記接着層の接着力を弱める処理がな
された部分となっている
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項７】
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記パネル本体のうち前記粘着層または前記接着層側の、前記折り曲げ部分の少なくと
も一部の表面は、凹形状となっている
　請求項１に記載の発光パネル。
【請求項８】
　前記パネル本体は、積層方向において少なくとも前記折り曲げ部分に帯電防止層を備え
た
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の発光パネル。
　発光パネル。
【請求項９】
　前記保護フィルムは、金属フィルムによって構成されている
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　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の発光パネル。
【請求項１０】
　前記保護フィルムは、樹脂フィルムによって構成されている
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の発光パネル。
【請求項１１】
　前記保護フィルムに接して設けられ、前記折り曲げ部分の折れ曲がりを規制する規制部
を更に備えた
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の発光パネル。
【請求項１２】
　前記折り曲げ部分は、前記パネル本体における、前記パネル本体の折り曲げ方向の両端
部を除いた領域に設けられており、
　前記空隙は、前記粘着層または前記接着層によって、少なくとも２方向を囲まれている
　請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載の発光パネル。
【請求項１３】
　前記折り曲げ部分は、前記パネル本体における、前記パネル本体の折り曲げ方向の端部
に設けられている
　請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載の発光パネル。
【請求項１４】
　発光パネルと、
　前記発光パネルを駆動する駆動部と
　を備え、
　前記発光パネルは、
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
フィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層と
　を有し、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　発光装置。
【請求項１５】
　発光装置を備え、
　前記発光装置は、
　発光パネルと、
　前記発光パネルを駆動する駆動部と
　を有し、
　前記発光パネルは、
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
フィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層と
　を有し、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、発光パネル、発光装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光素子を用いた発光パネルとして、種々のものが提案されている（例えば、
特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２２５３３１号公報
【特許文献２】特開２００４－２７９８６７号公報
【特許文献３】特開２００３－２５８２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、上記の発光パネルは、非常に薄く、フレキシブル性を有している。そのため、上
記の発光パネルの耐衝撃性やハンドリング性を良くするために、上記の発光パネルの裏面
に、保護フィルムが貼り合わされる。しかし、上記の発光パネルの裏面に、保護フィルム
が貼り合わされた場合には、曲げ耐性が低下することがある。そのため、耐衝撃性やハン
ドリング性だけでなく、曲げ耐性も備えた発光パネル、ならびにそれを備えた発光装置お
よび電子機器を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一実施の形態に係る発光パネルは、１または複数の有機電界発光素子を含むパ
ネル本体と、パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムとを備えている。この発光パ
ネルは、さらに、パネル本体と保護フィルムとの間に配置され、パネル本体および保護フ
ィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層を備えている。粘着層もしくは接着層
による、パネル本体と保護フィルムとの貼り合わせは、パネル本体の折り曲げ部分におい
て相対的に弱くなされており、パネル本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされ
ている。
【０００６】
　本開示の一実施の形態に係る発光装置は、発光パネルと、発光パネルを駆動する駆動部
とを備えている。発光装置に設けられた発光パネルは、上記の発光パネルと同一の構成要
素を有している。
【０００７】
　本開示の一実施の形態に係る電子機器は、発光装置を備えている。この電子機器に設け
られた発光装置は、上記の発光装置と同一の構成要素を有している。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の一実施の形態に係る発光パネル、発光装置および電子機器によれば、粘着層も
しくは接着層による、パネル本体と保護フィルムとの貼り合わせが、パネル本体の折り曲
げ部分において相対的に弱くなされ、パネル本体の非折り曲げ部分において相対的に強く
なされているので、発光パネルに、耐衝撃性やハンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持
たせることができる。なお、上記内容は本開示の一例である。本開示の効果は、上述した
ものに限らず、他の異なる効果であってもよいし、更に他の効果を含んでいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の第１の実施の形態に係る発光パネルの平面構成の一例を表す図である。
【図２】図１の画素の回路構成の一例を表す図である。
【図３】図１の発光パネルの断面構成の一例を表す図である。
【図４】図３の粘着層（もしくは接着層）の平面構成の一例を表す図である。
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【図５】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一例を表す図である。
【図６】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図７】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図８】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図９】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１０】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１１】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１２】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１３】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１４】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１５】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１６】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１７】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１８】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図１９】折り曲げたときの図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図２０】図１の発光パネルの断面構成の一変形例を表す図である。
【図２１】図１、図５～図１９の発光パネルにおける粘着層（もしくは接着層）の平面構
成の一変形例を表す図である。
【図２２】図２０の粘着層（もしくは接着層）の平面構成の一変形例を表す図である。
【図２３】本開示の第２の実施の形態に係る発光装置の概略構成の一例を表す図である。
【図２４】本開示の発光装置を備えた電子機器の外観の一例を斜視的に表す図である。
【図２５】本開示の発光パネルを備えた照明装置の外観の一例を斜視的に表す図である。
【図２６】図１の発光パネルの平面構成の一変形例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。以下に
説明する実施の形態は、いずれも本開示の好ましい一具体例を示すものである。したがっ
て、以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態などは、一例であって本開示を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形
態における構成要素のうち、本開示の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構
成要素については、任意の構成要素として説明される。なお、各図は、模式図であり、必
ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図において、実質的に同一の構成に対し
ては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又は簡略化する。なお、説明は以下の
順序で行う。

　１．第１の実施の形態（発光パネル）
　２．第１の実施の形態の変形例（発光パネル）
　３．第２の実施の形態（発光装置）
　４．適用例（電子機器、照明装置）
【００１１】
＜１．第１の実施の形態＞
[構成]
　図１は、本開示の第１の実施の形態に係る発光パネル１０の平面構成の一例を表したも
のである。発光パネル１０は、フレキシブルパネルである。発光パネル１０は、後述の発
光装置１や電子機器２、照明部４１０など（以下、「製品」と称する。）に組み込まれる
。発光パネル１０は、ユーザによって特定の方向（以下、「折り曲げ方向」と称する。）
にだけ折り曲げ可能に上記製品に組み込まれるか、または、折り曲げ方向に折り曲げた状
態で上記製品に組み込まれる。発光パネル１０が長方形状となっている場合、折り曲げ方
向は、発光パネル１０の長手方向であってもよいし、発光パネル１０の短手方向であって
もよい。なお、以下では、折り曲げ方向が発光パネル１０の長手方向となっているものと
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して、発光パネル１０の説明を行う。
【００１２】
　発光パネル１０は、例えば、後述のコントローラ２０およびドライバ３０によって各画
素１１がアクティブマトリクス駆動されることにより、外部から入力された映像信号およ
び同期信号に基づく画像を表示する。発光パネル１０は、行方向に延在する複数の走査線
ＷＳＬと、列方向に延在する複数の信号線ＤＴＬおよび複数の電源線ＤＳＬと、行列状に
配置された複数の画素１１とを有している。発光パネル１０において、複数の画素１１を
含む領域が発光領域１０Ａとなっており、発光領域１０Ａの周囲（つまり、発光パネル１
０の額縁領域）が非発光領域１０Ｂとなっている。
【００１３】
　走査線ＷＳＬは、各画素１１の選択に用いられるものであり、各画素１１を所定の単位
（例えば画素行）ごとに選択する選択パルスを各画素１１に供給するものである。信号線
ＤＴＬは、映像信号に応じた信号電圧の、各画素１１への供給に用いられるものであり、
信号電圧を含むデータパルスを各画素１１に供給するものである。電源線ＤＳＬは、各画
素１１に電力を供給するものである。
【００１４】
　複数の画素１１は、例えば、赤色光を発する複数の画素１１、緑色光を発する複数の画
素１１、および青色光を発する複数の画素１１を含んで構成されている。なお、複数の画
素１１は、例えば、さらに、他の色（例えば、白色や、黄色など）を発する複数の画素１
１を含んで構成されていてもよい。
【００１５】
　図２は、各画素１１の回路構成の一例を表したものである。各画素１１は、画素回路１
１Ａと、有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子１１Ｂ（有機電界発光素子）とを有して
いる。
【００１６】
　画素回路１１Ａは、有機ＥＬ素子１１Ｂの発光・消光を制御する。画素回路１１Ａは、
後述の書込走査によって各画素１１に書き込んだ電圧を保持する機能を有している。画素
回路１１Ａは、例えば、駆動トランジスタＴｒ１、書込トランジスタＴｒ２および保持容
量Ｃｓを含んで構成されている。
【００１７】
　書込トランジスタＴｒ２は、駆動トランジスタＴｒ１のゲートに対する信号電圧Ｖｓｉ
ｇの印加を制御する。具体的には、書込トランジスタＴｒ２は、信号線ＤＴＬの電圧をサ
ンプリングするとともに、サンプリングにより得られた電圧を駆動トランジスタＴｒ１の
ゲートに書き込む。駆動トランジスタＴｒ１は、有機ＥＬ素子１１Ｂに直列に接続されて
いる。駆動トランジスタＴｒ１は、有機ＥＬ素子１１Ｂを駆動する。駆動トランジスタＴ
ｒ１は、書込トランジスタＴｒ２によってサンプリングされた電圧の大きさに応じて有機
ＥＬ素子１１Ｂに流れる電流を制御する。保持容量Ｃｓは、駆動トランジスタＴｒ１のゲ
ート－ソース間に所定の電圧を保持するものである。保持容量Ｃｓは、所定の期間中に駆
動トランジスタＴｒ１のゲート－ソース間電圧Ｖｇｓを一定に保持する役割を有する。な
お、画素回路１１Ａは、上述の２Ｔｒ１Ｃの回路に対して各種容量やトランジスタを付加
した回路構成となっていてもよいし、上述の２Ｔｒ１Ｃの回路構成とは異なる回路構成と
なっていてもよい。
【００１８】
　書込トランジスタＴｒ２のゲートは、走査線ＷＳＬに接続されている。書込トランジス
タＴｒ２のソースまたはドレインが信号線ＤＴＬに接続されている。書込トランジスタＴ
ｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子が駆動トランジスタＴｒ
１のゲートに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレインが電源線
ＤＳＬに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち電源線
ＤＳＬに未接続の端子が有機ＥＬ素子１１Ｂの陽極に接続されている。保持容量Ｃｓの一
端が駆動トランジスタＴｒ１のゲートに接続されている。保持容量Ｃｓの他端が駆動トラ
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ンジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち有機ＥＬ素子１１Ｂ側の端子に接続されて
いる。
【００１９】
　図３は、発光パネル１０の断面構成の一例を表したものである。発光パネル１０は、パ
ネル本体１２と、パネル本体１２の裏面側に配置された保護フィルム１３と、パネル本体
１２と保護フィルム１３との間に配置された粘着層（もしくは接着層）１４とを備えてい
る。パネル本体１２は、複数の有機ＥＬ素子１１Ｂを含んでおり、ＥＬ光を発する。保護
フィルム１３は、パネル本体１２の耐衝撃性およびハンドリング性を向上させるためのも
のである。
【００２０】
　保護フィルム１３は、例えば、金属フィルムまたは樹脂フィルムによって構成されてい
る。保護フィルム１３に用いられる樹脂フィルムは、例えば、アクリル、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリオレフィ
ン、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリイミド、ノルボルネン、ポリスチレン、ポリ塩
化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、セルロース、ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、ア
セテート、ポリアリレート、ポリビニルアルコール、液晶ポリマー等によって形成されて
いる。
【００２１】
　粘着層（もしくは接着層）１４は、パネル本体１２および保護フィルム１３を互いに貼
り合わせる。粘着層（もしくは接着層）１４は、例えば、アクリル系、シリコーン系、ウ
レタン系、ビニルアルキルエーテル系、ポリビニルピロリドン系、ポリアクリルアミド系
、セルロース系、ゴム系等によって形成されている。粘着層（もしくは接着層）１４の構
造については、後に詳述する。
【００２２】
　パネル本体１２は、複数の有機ＥＬ素子１１Ｂを含むＥＬ層１２Ｂと、有機ＥＬ素子１
１Ｂごとに１つずつ割り当てられた複数の画素回路１１Ａを含むＴＦＴ層（図示せず）と
、ＥＬ層１２ＢおよびＴＦＴ層を挟み込む封止層１２Ａおよび封止層１２Ｃとを有してい
る。
【００２３】
　封止層１２Ａは、水分等のＥＬ層１２Ｂへの侵入を防止することにより、パネル本体１
２の耐環境性を高めるための層である。封止層１２Ａは、例えば、樹脂層の中に１または
複数の無機封止膜が設けられた構成となっている。封止層１２Ａに用いられる樹脂層は、
例えば、ポリイミド樹脂、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、
エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、またはシリコーン系樹脂などによって形
成されている。封止層１２Ａに用いられる１または複数の無機封止膜は、例えば、ケイ素
（Ｓｉ）、酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化アルミニウム（
ＡｌＯｘ）などによって形成されている。
【００２４】
　封止層１２Ｃは、水分等のＥＬ層１２Ｂへの侵入を防止することにより、パネル本体１
２の耐環境性を高めるための層である。封止層１２Ｃは、例えば、樹脂層の中に１または
複数の無機封止膜が設けられた構成となっている。封止層１２Ｃに用いられる樹脂層は、
例えば、ポリイミド樹脂、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、
エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、またはシリコーン系樹脂などによって形
成されている。封止層１２Ｃに用いられる１または複数の無機封止膜は、例えば、ケイ素
（Ｓｉ）、酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化アルミニウム（
ＡｌＯｘ）などによって形成されている。
【００２５】
　次に、図３、図４、図５を参照しつつ、粘着層（もしくは接着層）１４について説明す
る。図４は、粘着層（もしくは接着層）１４の平面構成の一例を表したものである。図５
は、パネル本体１２を折り曲げたときのパネル本体１２の断面構成の一例を表したもので
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ある。粘着層（もしくは接着層）１４による、パネル本体１２と保護フィルム１３との貼
り合わせは、パネル本体１２の折り曲げ部分１０Ｘにおいて相対的に弱くなされており、
パネル本体１２の非折り曲げ部分１０Ｙにおいて相対的に強くなされている。折り曲げ部
分１０Ｘは、発光パネル１０のうち、発光パネル１０が上記製品に組み込まれたときに上
記製品の可動部（屈曲部）に配置される部分である。折り曲げ部分１０Ｘは、パネル本体
１２における、パネル本体１２の折り曲げ方向の両端部を除いた領域に設けられている。
発光パネル１０は、例えば、折り曲げ部分１０Ｘにおいて、パネル本体１２側が凸となる
ように屈曲する。なお、発光パネル１０は、例えば、折り曲げ部分１０Ｘにおいて、保護
フィルム１３側が凸となるように屈曲してもよい。折り曲げ部分１０Ｘは、パネル本体１
２（または上記製品の可動部（屈曲部））の折り曲げ方向と交差（例えば、直交）する方
向に延在している。本実施の形態では、折り曲げ部分１０Ｘは、非折り曲げ部分１０Ｙを
２箇所に分断するように延在している。
【００２６】
　粘着層（もしくは接着層）１４は、折り曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部を避けて形成
されている。粘着層（もしくは接着層）１４が折り曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部を避
けることにより形成された空隙（未形成部１４Ｈ）は、粘着層（もしくは接着層）１４に
よって、２方向（具体的には折り曲げ方向）を囲まれている。未形成部１４Ｈは、パネル
本体１２（または上記製品の可動部（屈曲部））の折り曲げ方向と交差（例えば、直交）
する方向に延在している。本実施の形態では、未形成部１４Ｈは、粘着層（もしくは接着
層）１４を２箇所に分断するように延在している。未形成部１４Ｈには、例えば、大気や
窒素などの気体が充填されている。
【００２７】
　次に、本実施の形態に係る発光パネル１０の効果について説明する。
【００２８】
　通常、有機ＥＬ素子を備えた発光パネルは、非常に薄く、フレキシブル性を有している
。そのため、上記の発光パネルの耐衝撃性やハンドリング性を良くするために、上記の発
光パネルの裏面に、保護フィルムが貼り合わされる。しかし、上記の発光パネルの裏面に
、保護フィルムが貼り合わされた場合には、曲げ耐性が低下することがある。
【００２９】
　一方、本実施の形態に係る発光パネル１０では、粘着層（もしくは接着層）１４による
、パネル本体１２と保護フィルム１３との貼り合わせが、パネル本体１２の折り曲げ部分
１０Ｘにおいて相対的に弱くなされ、パネル本体１２の非折り曲げ部分１０Ｙにおいて相
対的に強くなされている。これにより、発光パネル１０が屈曲したときに、保護フィルム
１３のうち、パネル本体１２の折り曲げ部分１０Ｘと対向する箇所の少なくとも一部の屈
曲に伴う応力がパネル本体１２に伝わり難くなる。その結果、曲げ耐性を向上させること
ができる。従って、本実施の形態では、発光パネル１０に、耐衝撃性やハンドリング性だ
けでなく、曲げ耐性も持たせることができる。
【００３０】
　また、本実施の形態に係る発光パネル１０では、粘着層（もしくは接着層）１４が折り
曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部を避けて形成されている。これにより、粘着層（もしく
は接着層）１４が折り曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部を避けることにより形成された空
隙（未形成部１４Ｈ）が、パネル本体１２の折り曲げ部分１０Ｘと対向する箇所の少なく
とも一部の屈曲に伴う応力を、パネル本体１２に伝わり難くする。その結果、曲げ耐性を
向上させることができる。従って、本実施の形態では、発光パネル１０に、耐衝撃性やハ
ンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持たせることができる。
【００３１】
　また、本実施の形態に係る発光パネル１０において、保護フィルム１３が金属フィルム
である場合には、発光パネル１０の屈曲に伴ってパネル本体１２と保護フィルム１３とが
互いに擦れたときであっても、静電気の発生を抑えることができる。従って、この場合に
は、静電気対策の採られた発光パネル１０を提供することができる。
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【００３２】
　また、本実施の形態に係る発光パネル１０では、未形成部１４Ｈは、粘着層（もしくは
接着層）１４によって、２方向（具体的には折り曲げ方向）を囲まれている。これにより
、保護フィルム１３は、パネル本体１２を端部までしっかりと保護することができる。従
って、本実施の形態では、発光パネル１０における、曲げ耐性と、耐衝撃性やハンドリン
グ性とを両立させることができる。
【００３３】
＜２．第１の実施の形態の変形例＞
[変形例Ａ]
　上記実施の形態において、発光パネル１０は、例えば、図６に示したように、空隙（未
形成部１４Ｈ）を充填する樹脂層（充填層１５）を更に備えていてもよい。充填層１５は
、パネル本体１２と保護フィルム１３との貼り合わせが折り曲げ部分１０Ｘにおいて非折
り曲げ部分１０Ｙと比べて相対的に弱くなるような樹脂材料によって構成されている。空
隙（未形成部１４Ｈ）を充填する樹脂層（充填層１５）が設けられていることにより、発
光パネル１０の屈曲に伴ってパネル本体１２と保護フィルム１３とが互いに擦れることが
なく、静電気の発生を抑えることができる。従って、この場合には、静電気対策の採られ
た発光パネル１０を提供することができる。
【００３４】
[変形例Ｂ]
　上記実施の形態において、発光パネル１０は、例えば、図７に示したように、空隙（未
形成部１４Ｈ）内に、空隙（未形成部１４Ｈ）を維持する支持層１６を更に備えていても
よい。空隙（未形成部１４Ｈ）内に支持層１６が設けられていることにより、発光パネル
１０の屈曲に伴ってパネル本体１２と保護フィルム１３とが互いに擦れることがほとんど
なく、静電気の発生を抑えることができる。従って、この場合には、静電気対策の採られ
た発光パネル１０を提供することができる。
【００３５】
[変形例Ｃ]
　上記実施の形態において、粘着層（もしくは接着層）１４は、例えば、図８に示したよ
うに、積層方向において折り曲げ部分１０Ｘおよび非折り曲げ部分１０Ｙと対向する位置
に形成されていてもよい。このとき、パネル本体１２のうち粘着層（もしくは接着層）１
４側の、折り曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部の表面が、粘着層（もしくは接着層）１４
の粘着力もしくは接着力を弱める処理がなされた面となっている。そのような表面は、例
えば、薬液処理面１２Ｓとなっている。薬液処理面１２Ｓは、例えば、パネル本体１２の
うち粘着層（もしくは接着層）１４側の表面を薬液で処理することにより、粘着層（もし
くは接着層）１４が粘着もしくは接着され難い表面となっている。これにより、発光パネ
ル１０の屈曲に伴って保護フィルム１３が変位したときに保護フィルム１３で生じた応力
がパネル本体１２に伝わり難い。従って、本変形例では、発光パネル１０に、耐衝撃性や
ハンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持たせることができる。
【００３６】
[変形例Ｄ]
　上記実施の形態において、粘着層（もしくは接着層）１４は、例えば、図９に示したよ
うに、積層方向において折り曲げ部分１０Ｘおよび非折り曲げ部分１０Ｙと対向する位置
に形成されていてもよい。このとき、粘着層（もしくは接着層）１４のうち、積層方向に
おいて折り曲げ部分１０Ｘと対向する部分の少なくとも一部が、粘着層（もしくは接着層
）１４の粘着力もしくは接着力を弱める処理がなされた部分となっていてもよい。そのよ
うな部分は、例えば、ＵＶ照射部１４ＵＶとなっている。ＵＶ照射部１４ＵＶは、例えば
、保護フィルム１３の表面に、粘着層（もしくは接着層）１４を形成したのち、粘着層（
もしくは接着層）１４に対して部分的にＵＶ光を照射し、それによって粘着層（もしくは
接着層）１４の一部を変質させることにより形成される。このようにして形成されたＵＶ
照射部１４ＵＶの表面は、パネル本体１２に対して粘着もしくは接着され難い表面となっ
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ている。これにより、発光パネル１０の屈曲に伴って保護フィルム１３が変位したときに
保護フィルム１３で生じた応力がパネル本体１２に伝わり難い。従って、本変形例では、
発光パネル１０に、耐衝撃性やハンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持たせることがで
きる。
【００３７】
[変形例Ｅ]
　上記実施の形態において、粘着層（もしくは接着層）１４は、例えば、図１０に示した
ように、積層方向において折り曲げ部分１０Ｘおよび非折り曲げ部分１０Ｙと対向する位
置に形成されていてもよい。このとき、パネル本体１２のうち粘着層（もしくは接着層）
１４側の、折り曲げ部分１０Ｘの少なくとも一部の表面は、凹形状（凹部１２Ｇ）となっ
ている。パネル本体１２に凹部１２Ｇが形成されていることにより、折り曲げ部分１０Ｘ
において、パネル本体１２と保護フィルム１３との間に空隙（未形成部１４Ｈ）が形成さ
れる。これにより、発光パネル１０が屈曲したときに、保護フィルム１３のうち、パネル
本体１２の折り曲げ部分１０Ｘと対向する箇所の少なくとも一部の屈曲に伴う応力がパネ
ル本体１２に伝わり難くなる。その結果、曲げ耐性を向上させることができる。従って、
本変形例では、発光パネル１０に、耐衝撃性やハンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持
たせることができる。
【００３８】
[変形例Ｆ]
　上記実施の形態およびその変形例Ａ～Ｅにおいて、パネル本体１２は、積層方向におい
て少なくとも折り曲げ部分１０Ｘに帯電防止層１２Ｄを有していてもよい。例えば、図１
１、図１２、図１３、図１４、図１５、図１６に示したように、パネル本体１２は、保護
フィルム１３側の表面全体に、帯電防止層１２Ｄを有していてもよい。なお、図１４には
、帯電防止層１２Ｄの表面が薬液処理面１２Ｓとなっている場合が例示されている。また
、図１６には、帯電防止層１２Ｄに凹部１２Ｇが設けられている場合が例示されている。
このように、帯電防止層１２Ｄが設けられていることにより、発光パネル１０の屈曲に伴
ってパネル本体１２と保護フィルム１３とが互いに擦れた場合であっても、静電気の発生
を抑えることができる。従って、この場合には、静電気対策の採られた発光パネル１０を
提供することができる。
【００３９】
[変形例Ｇ]
　上記実施の形態およびその変形例Ａ～Ｆにおいて、発光パネル１０は、保護フィルム１
３に接して設けられた規制部１８を更に備えていてもよい。規制部１８は、折り曲げ部分
１０Ｘの折れ曲がりを規制する。規制部１８は、例えば、図１７、図１８、図１９に示し
たように、保護フィルム１３のうち、折り曲げ部分１０Ｘと対向する箇所に固定されてい
る。発光パネル１０を折り曲げ部分１０Ｘで折り曲げたときに、発光パネル１０は、規制
部１８に設けられた湾曲面に沿って屈曲する。図１７、図１８、図１９には、そのときの
様子が例示されている。なお、図１９には、規制部１８が折り曲げ部分１０Ｘだけでなく
、非折り曲げ部分１０Ｙにまで延在しており、折り曲げ部分１０Ｘだけでなく、非折り曲
げ部分１０Ｙでも固定されている様子が例示されている。また、図１９には、図１８に記
載の規制部１８に対して、空隙（中空部１８Ｈ）が設けられている場合が例示されている
。
【００４０】
　このように、規制部１８が設けられていることにより、発光パネル１０が過剰に折り曲
げられることがなくなる。これにより、発光パネル１０が屈曲したときに、保護フィルム
１３のうち、パネル本体１２の折り曲げ部分１０Ｘと対向する箇所の少なくとも一部の屈
曲に伴う応力がパネル本体１２に伝わり難くなる。その結果、曲げ耐性を向上させること
ができる。従って、本変形例では、発光パネル１０に、耐衝撃性やハンドリング性だけで
なく、曲げ耐性も持たせることができる。
【００４１】
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[変形例Ｈ]
　上記実施の形態およびその変形例Ａ～Ｇにおいて、折り曲げ部分１０Ｘは、パネル本体
１２における、パネル本体１２の折り曲げ方向の端部に設けられていてもよい。折り曲げ
部分１０Ｘは、例えば、図２０に示したように、パネル本体１２における、パネル本体１
２の折り曲げ方向の一端に設けられていてもよい。このようにした場合であっても、発光
パネル１０が屈曲したときに、保護フィルム１３のうち、パネル本体１２の折り曲げ部分
１０Ｘと対向する箇所の少なくとも一部の屈曲に伴う応力がパネル本体１２に伝わり難く
なる。その結果、曲げ耐性を向上させることができる。従って、本変形例では、発光パネ
ル１０に、耐衝撃性やハンドリング性だけでなく、曲げ耐性も持たせることができる。
【００４２】
[変形例Ｉ]
　上記実施の形態およびその変形例Ａ～Ｈでは、未形成部１４Ｈは、粘着層（もしくは接
着層）１４を２箇所に分断するように延在していた。しかし、上記実施の形態およびその
変形例Ａ～Ｈにおいて、例えば、図２１、図２２に示したように、未形成部１４Ｈが、粘
着層（もしくは接着層）１４を２箇所に分断しないように、つまり、粘着層（もしくは接
着層）１４内にスリット状に形成されていてもよい。なお、図２１には、未形成部１４Ｈ
が、粘着層（もしくは接着層）１４によって、４方向（具体的には折り曲げ方向、および
、折り曲げ方向と直交する方向）を囲まれている場合が例示されている。また、図２２に
は、未形成部１４Ｈが、粘着層（もしくは接着層）１４によって、３方向（具体的には折
り曲げ方向、および、折り曲げ方向と直交する一の方向）を囲まれている場合が例示され
ている。このような場合であっても、発光パネル１０における、曲げ耐性と、耐衝撃性や
ハンドリング性とを両立させることができる。
【００４３】
[変形例Ｊ]
　上記実施の形態およびその変形例Ａ～Ｉでは、未形成部１４Ｈは、粘着層（もしくは接
着層）１４において１箇所だけに形成されていた。しかし、上記実施の形態およびその変
形例Ａ～Ｉにおいて、未形成部１４Ｈが、粘着層（もしくは接着層）１４において複数の
箇所に形成されていてもよい。
【００４４】
＜３．第２の実施の形態＞
[構成]
　図２３は、本開示の第２の実施の形態に係る発光装置１の概略構成の一例を表したもの
である。発光装置１は、例えば、発光パネル１０、コントローラ２０およびドライバ３０
を備えている。発光パネル１０は、上記実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル
１０である。ドライバ３０は、発光パネル１０の外縁部分に実装されている。コントロー
ラ２０およびドライバ３０は、外部から入力された映像信号Ｄｉｎおよび同期信号Ｔｉｎ
に基づいて、発光パネル１０を駆動する。
【００４５】
　発光パネル１０は、コントローラ２０およびドライバ３０によって各画素１１がアクテ
ィブマトリクス駆動されることにより、外部から入力された映像信号Ｄｉｎおよび同期信
号Ｔｉｎに基づく画像を表示する。
【００４６】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のソ
ースまたはドレインとに接続されている。各走査線ＷＳＬは、後述のライトスキャナ３２
の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のゲートとに接続されている。各電源線ＤＳＬは、
コントローラ２０に設けられた電源回路の出力端と、駆動トランジスタＴｒ１のソースま
たはドレインに接続されている。
【００４７】
　ドライバ３０は、例えば、水平セレクタ３１およびライトスキャナ３２を有している。
水平セレクタ３１は、例えば、制御信号の入力に応じて（同期して）、コントローラ２０
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から入力されたアナログの信号電圧Ｖｓｉｇを、各信号線ＤＴＬに印加する。ライトスキ
ャナ３２は、複数の画素１１を所定の単位ごとに走査する。
【００４８】
　次に、コントローラ２０について説明する。コントローラ２０は、例えば、外部から入
力されたデジタルの映像信号Ｄｉｎに対して所定の補正を行い、それにより得られた映像
信号に基づいて、信号電圧Ｖｓｉｇを生成する。コントローラ２０は、例えば、生成した
信号電圧Ｖｓｉｇを水平セレクタ３１に出力する。コントローラ２０は、例えば、外部か
ら入力された同期信号Ｔｉｎに応じて（同期して）、ドライバ３０内の各回路に対して制
御信号を出力する。
【００４９】
[効果]
　本実施の形態では、発光パネル１０は、上記実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光
パネル１０である。従って、曲げ耐性および耐衝撃性に優れた発光装置１を実現すること
ができる。
【００５０】
＜４．適用例＞
[適用例その１]
　以下では、上記第２の実施の形態で説明した発光装置１の適用例について説明する。発
光装置１は、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、シ
ート状のパーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど
、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像と
して表示するあらゆる分野の電子機器の表示装置に適用することが可能である。
【００５１】
　図２４は、本適用例に係る電子機器２の外観を斜視的に表したものである。電子機器２
は、例えば、筐体２１０の主面に表示面２２０を備えたシート状のパーソナルコンピュー
タである。電子機器２は、電子機器２の表示面２２０に、発光装置１を備えている。発光
装置１は、発光パネル１０が外側を向くように配置されている。電子機器２は、表示面２
２０を屈曲させて筐体２１０を折り畳むためのヒンジ２３０を備えている。電子機器２に
おいて、発光パネル１０のうち、ヒンジ２３０と対向する箇所が、折り曲げ部分１０Ｘと
なる。本適用例では、ヒンジ２３０によって屈曲する表示面２２０に発光パネル１０が設
けられているので、曲げ耐性および耐衝撃性に優れた電子機器２を実現することができる
。
【００５２】
[適用例その２]
　以下では、上記第１の実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１０の適用例に
ついて説明する。上記第１の実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１０は、卓
上用もしくは床置き用の照明装置、または、室内用の照明装置など、あらゆる分野の照明
装置の光源に適用することが可能である。
【００５３】
　図２５は、上記第１の実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１０が適用され
る室内用の照明装置の外観を表したものである。この照明装置は、例えば、上記第１の実
施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１０と、発光パネル１０を駆動する駆動部
とを含んで構成された照明部４１０を有している。照明部４１０は、ヒンジ４３０によっ
て連結された複数の支持体４２０の表面に配置されている。
【００５４】
　これらの照明装置では、上記第１の実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１
０からの光により、照明が行われる。これにより、耐環境性に優れた照明装置を実現する
ことができる。
【００５５】
　なお、上記第１の実施の形態および変形例Ａ～Ｊに係る発光パネル１０において、例え
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ば、図２６に示したように、発光領域１０Ａの発光が、単一の有機ＥＬ素子１１Ｂによる
発光によってなされていてもよい。このような発光パネル１０は、照明部４１０の光源と
して好適に用いられる。
【００５６】
　以上、実施の形態および適用例を挙げて本開示を説明したが、本開示は実施の形態等に
限定されるものではなく、種々変形が可能である。なお、本明細書中に記載された効果は
、あくまで例示である。本開示の効果は、本明細書中に記載された効果に限定されるもの
ではない。本開示が、本明細書中に記載された効果以外の効果を持っていてもよい。
【００５７】
　また、例えば、本開示は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
フィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層と
　を備え、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　発光パネル。
（２）
　前記粘着層または前記接着層は、前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けて形成され
ている
　（１）に記載の発光パネル。
（３）
　前記粘着層または前記接着層が前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けることにより
形成された空隙を充填する樹脂層を更に備えた
　（１）に記載の発光パネル。
（４）
　前記粘着層または前記接着層が前記折り曲げ部分の少なくとも一部を避けることにより
形成された空隙内に、前記空隙を維持する支持層を更に備えた
　（１）に記載の発光パネル。
（５）
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記パネル本体のうち前記粘着層または前記接着層側の、前記折り曲げ部分の少なくと
も一部の表面は、前記粘着層の粘着力または前記接着層の接着力を弱める処理がなされた
面となっている
　（１）に記載の発光パネル。
（６）
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記粘着層または前記接着層のうち、積層方向において前記折り曲げ部分と対向する部
分の少なくとも一部は、前記粘着層の粘着力または前記接着層の接着力を弱める処理がな
された部分となっている
　（１）に記載の発光パネル。
（７）
　前記粘着層または前記接着層は、積層方向において前記折り曲げ部分および前記非折り
曲げ部分と対向する位置に形成されており、
　前記パネル本体のうち前記粘着層または前記接着層側の、前記折り曲げ部分の少なくと
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も一部の表面は、凹形状となっている
　（１）に記載の発光パネル。
（８）
　前記パネル本体は、積層方向において少なくとも前記折り曲げ部分に帯電防止層を備え
た
　（１）から（７）のいずれか１つに記載の発光パネル。
　発光パネル。
（９）
　前記保護フィルムは、金属フィルムによって構成されている
　（１）から（７）のいずれか１つに記載の発光パネル。
（１０）
　前記保護フィルムは、樹脂フィルムによって構成されている
　（１）から（８）のいずれか１つに記載の発光パネル。
（１１）
　前記保護フィルムに接して設けられ、前記折り曲げ部分の折れ曲がりを規制する規制部
を更に備えた
　（１）から（１０）のいずれか１つに記載の発光パネル。
（１２）
　前記折り曲げ部分は、前記パネル本体における、前記パネル本体の折り曲げ方向の両端
部を除いた領域に設けられており、
　前記空隙は、前記粘着層または前記接着層によって、少なくとも２方向を囲まれている
　（１）から（１１）のいずれか１つに記載の発光パネル。
（１３）
　前記折り曲げ部分は、前記パネル本体における、前記パネル本体の折り曲げ方向の端部
に設けられている
　（１）から（１１）のいずれか１つに記載の発光パネル。
（１４）
　発光パネルと、
　前記発光パネルを駆動する駆動部と
　を備え、
　前記発光パネルは、
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
フィルムを互いに貼り合わせる粘着層もしくは接着層と
　を有し、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　発光装置。
（１５）
　発光装置を備え、
　前記発光装置は、
　発光パネルと、
　前記発光パネルを駆動する駆動部と
　を有し、
　前記発光パネルは、
　１または複数の有機電界発光素子を含むパネル本体と、
　前記パネル本体の裏面側に配置された保護フィルムと、
　前記パネル本体と前記保護フィルムとの間に配置され、前記パネル本体および前記保護
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　を有し、
　前記粘着層もしくは前記接着層による、前記パネル本体と前記保護フィルムとの貼り合
わせは、前記パネル本体の折り曲げ部分において相対的に弱くなされており、前記パネル
本体の非折り曲げ部分において相対的に強くなされている
　電子機器。
【符号の説明】
【００５８】
　１…発光装置、２…電子機器、１０…発光パネル、１０Ａ…発光領域、１０Ｂ…非発光
領域、１０Ｘ…折り曲げ部分、１０Ｙ…非折り曲げ部分、１１…画素、１１Ａ…画素回路
、１１Ｂ…有機ＥＬ素子、１２…パネル本体、１２Ａ…封止層、１２Ｂ…ＥＬ層、１２Ｃ
…封止層、１２Ｄ…帯電防止層、１２Ｇ…凹部、１２Ｓ…薬液処理面、１３…保護フィル
ム、１４…粘着層（もしくは接着層）、１４Ｈ…未形成部、１４ＵＶ…ＵＶ照射部、１５
…充填層、１６…支持層、１８…規制部、１８Ｈ…中空部、２０…コントローラ、３０…
ドライバ、３１…水平セレクタ、３２…ライトスキャナ、２１０…筐体、２２０…表示面
、２３０…ヒンジ、４１０…照明部、４２０…支持体、４３０…ヒンジ、Ｃｓ…保持容量
、ＤＴＬ…信号線、ＤＳＬ…電源線、Ｔｒ１…駆動トランジスタ、Ｔｒ２…書込トランジ
スタ、Ｖｇｓ…ゲート－ソース間電圧、Ｖｓｉｇ…信号電圧、ＷＳＬ…走査線。

【図１】

【図２】
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【図４】
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摘要(译)

本发明提供一种发光面板，其不仅具有耐冲击性和操作性，还具有耐弯
曲性，发光装置和具有该发光装置的电子设备。 根据本公开的实施例的
发光面板包括：面板主体，包括一个或多个有机电致发光元件;以及保护
膜，设置在面板主体的后侧。发光面板还包括粘合层或设置在面板主体
和保护膜之间的粘合层，并将面板主体和保护膜彼此粘合。通过粘合剂
层或粘合剂层对面板主体和保护膜的粘合在面板主体的弯曲部分处相对
较弱，而在面板主体的非折叠部分处相对较强。 [选中图]图3
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